
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
（
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
の
共
存
）
時
代
、
急
速
に

進
む
高
齢
化
と
、
セ
ン
タ
ー
を
取

り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

「
共
に
働
き
、
共
に
助
け
合
う
」

「
地
域
社
会
に
活
力
を
生
み
だ
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
」

「
積
極
的
な
社
会
参
加
で
、
生
き

甲
斐
の
あ
る
生
活
の
実
現
」
」
を

理
念
と
し
た
組
織
で
、
会
員
の
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
参
加
し
て
活
動

す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
私

た
ち
高
齢
者
の
た
め
の
組
織
で
あ

り
、
居
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

就
業
に
よ
る
経
済
的
な
メ
リ
ッ

ト
だ
け
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、

セ
ン
タ
ー
の
事
業
等
に
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
充
実
し
た
生
き
甲
斐
の
あ

る
生
活
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

事
業
推
進
検
討
委
員
会
で
は
、

様
々
な
行
事
や
地
域
班
活
動
、
親

睦
会
活
動
な
ど
通
し
て
、
会
員
の

皆
様
の
交
流
を
深
め
、
居
心
地
の

良
い
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

11
月
13
日

忍
城
時
代
祭
り

が
産
業
文
化
会
館
周
辺
を
会
場
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
事
業
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス

に
出
店
し
、
毎
回
行
列
が
で
き
る

野
菜
と
「
手
づ
く
り
サ
ー
ク
ル
む

つ
み
」
で
制
作
し
小
物
を
展
示
販

売
し
ま
す
。

そ
の
他
、
役
員
全
員
が
会
場
で

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
て
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
。
ま
た
、

当
日
は
、
主
催
者
の
行
田
商
工
会

議
所
の
依
頼
で
、
会
場
に
設
け
ら

れ
た
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
立
ち

会
い
に
会
員
が
従
事
し
ま
す
。

行
田
市
消
防
本
部
の
「
高
齢
者

が
知
っ
て
お
く
防
災
・
救
急
」
講

習
会
を
12
月
15
日
、
13
時
30
分
か

ら
15
時
、
開
催
し
ま
す
。

内
容
は
、
座
学
、
消
火
器
の
取

り
扱
い
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
な

ど
。

（１） 行田シルバー 令和４年１０月１５日発行

公益社団法人行田市シルバー人材センター 行田市旭町１３－２４ ℡０４８－５５６－５２２１

シルバー事業の理念

「自主・自立、共働・共助」

１・ともに働き、ともに助け

合っていくことを目指す

２・地域社会に活力を生み出

し、ひいては地域活性化

につなげていく

３・豊かで積極的な高齢期の

生活と社会参加によるい

きがいの充実を図る

広 報
第３１号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
令
和
元
年
10
月
以
降
、

中
止
に
な
っ
て
い
ま
し
た
恒
例

の
親
睦
会
の
旅
行
を
こ
の
秋
に

再
開
し
、
紅
葉
の
上
州
を
バ
ス

で
め
ぐ
り
ま
す
。

「
関
東
の
耶
馬
渓
」
と
い
わ
れ

る
渡
良
瀬
渓
谷
の
雄
大
な
渓
谷

美
「
高
津
戸
峡
」
を
楽
し
み
、

渋
川
で
リ
ン
ゴ
狩
り
。
し
い
た

け
の
収
穫
体
験
を
し
て
昼
食
。

高
崎
達
磨
の
伝
統
工
芸
を
見

学
。
達
磨
大
師
の
教
え
を
受
け

継
ぐ
「
縁
起
だ
る
ま
」
発
祥
の

寺
と
し
て
知
ら
れ
る
古
刹
・
少

林
山
達
磨
寺
で
紅
葉
を
観
賞
。

募
集
人
員
40
名
。
参
加
費
５
，

０
０
０
円
。
参
加
申
し
込
み
は

11
月
11
日
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
事

務
局
へ
。
こ
の
旅
行
は
、
政
府

の
「
全
国
旅
行
支
援
」
を
利
用

し
ま
す
。
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

親
睦
会

日
帰
り
バ
ス
の
旅

紅
葉
の
上
州
め
ぐ
り

彼岸花（曼珠沙華）

彼岸花の名は、毎年秋の彼岸のころ、忘れずに茎を伸

ばして花を咲かせることに因る。思い出（北原白秋）

「赤い御墓の曼珠沙華、 けふも手折りに来たわいな」

さきたま古墳で。 撮影 佐藤トミヨ会員

居
心
地
の
良
い
セ
ン
タ
ー
づ
く
り

自
主
的
に
事
業
や
行
事
に
参
加
を

「
忍
城
時
代
ま
つ
り
」

セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ

消
火
器
の
取
り
扱
い
等

防
災
講
習
会
開
催



会
員
の
住
所
を
基
準
と
し
て
、

会
員
相
互
の
連
携
意
識
と
親
睦

を
基
調
に
セ
ン
タ
ー
と
会
員
と

の
連
絡
体
制
を
密
に
し
、
事
業

の
円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

班
の
業
務
は
①
会
員
相
互
の

連
携
と
親
睦
を
は
か
る
②
セ
ン

タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
な
ど
の

協
力
③
会
員
の
就
業
お
よ
び
意

見
、
要
望
な
ど
の
具
申
。

役
員
・
会
員
数
は
令
和
４
年

10
月
１
日
現
在
。

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
長

縫
村
義
巳

太
田
班

12
名

班
長

長
谷
川
岩
男

長
野
東
部

12
名

班
長

結
城

博

長
野
南
部

15
名

班
長

縫
村

義
己

長
野
北
部

16
名

班
長

栗
原

彪

南
部
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
長

福
原

勲

下
忍
・
前
谷
班

８
名

班
長

嶋
村

寛
一

駒
形
・
忍
班

15
名

班
長

福
原

勲

埼
玉
西
部
班

６
名

班
長

山
本

弘

埼
玉
東
部
班

14
名

班
長

池
田

光
夫

中
央
・
佐
間
班

33
名

班
長

中
岫

誠
治

西
部
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
長

紺
野

仁

持
田
西
部
班

21
名

班
長

高
桑

順
男

持
田
南
部
班

23
名

班
長

兼
田

茂
海

城
西
・
持
田
東
部
班

17
名

班
長

鈴
木

重
成

星
宮
・
持
田
北
部
班

17
名

班
長

柴
田

幸
八

太
井
南
部
班

５
名

班
長

紺
野

仁

太
井
北
部
班

17
名

班
長

荻
野

清
一

北
部
ブ
ロ
ッ
ク

ブ
ロ
ッ
ク
長

間
宮
林
蔵

荒
木
班

21
名

班
長

樺
沢

宏

星
河
南
部
班

10
名

班
長

木
口

隆
夫

星
河
北
部
班

28
名

班
長

木
村

福
次

南
河
原
班

22
名

班
長

加
瀬
田
辰
夫

北
河
原
・
須
加
班

11
名

班
長

長
谷
川

清

10
月
19
日
（
水
）
13
時
30
分
、

セ
ン
タ
ー
研
修
室
で
。

10
月
８
日
、
前
日
の
冷
た
い

雨
に
変
っ
て
こ
の
日
の
森
林
公

園
は
よ
く
晴
れ
て
秋
の
空
。

西
口
広
場
の

お
花
畑
は
鮮
や

か
な
赤
や
黄
色

の
ウ
モ
ウ
ゲ
イ

ト
ウ
。
約
３
百
株
の
花
が
咲
き

競
う
ダ
リ
ア
花
園
。

園
路
に
沿
っ
て
ピ
ン
ク
の
イ

ヌ
サ
フ
ラ
ン
の
長
い
列
。
笹
藪

の
中
に
真
っ
赤
な
タ
マ
ゴ
タ
ケ

が
＝
写
真
。

木
漏
れ
日
花
畑
に
は
７
種
類

の
コ
リ
ウ
ス
。
８
千
平
方
メ
ー

ト
ル
の
お
花
畑
を
小
さ
な
赤
ソ

バ
の
花
が
埋
め
尽
く
し
、
ピ
ン

ク
の
絨
毯
を
引
き
詰
め
た
よ
う
。

園
路
に
転
が
っ
た
ド
ン
グ
リ

を
踏
み
な
が
ら
花
壇
を
巡
り
、

約
１
万
２
千
歩
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

親
睦
会
で
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
と
福
祉
の
増
進
を
目
的
に
、

春
の
日
帰
り
バ
ス
旅
行
や
秋
の

一
泊
研
修
旅
行
、
新
年
懇
親
会
、

サ
ー
ク
ル
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
会
員
サ
ロ
ン
の
運
営
、

「
広
報
」
の
発
行
な
ど
、
様
々

な
事
業
や
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。親

睦
会
の
運
営
を
限
ら
れ
た

人
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
会

員
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
活
性
化

し
、
更
に
充
実
し
た
親
睦
会
に

な
り
ま
す
。

会
の
運
営
や
活
動
な
ど
に
関

す
る
意
見
や
提
案
を
お
寄
せ
下

さ
い
。

令和４年１０月１５日発行 行田 シルバー （２）

稲
架
干
し
（
は
ざ
ほ
し
）

近
郊
で
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
稲
架
干

し
（
秋
の
季
語
）
。

畦
に
竹
や
木
を
組
み
、

た
ば
ね
た
稲
を
干
す
。

新
潟
県
十
日
町
で
９
月

23
日
撮
影
。
佐
藤
ト
ミ
ヨ

班
長
会
議
の
開
催

森
林
公
園
花
壇
め
ぐ
り

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
同
好
会

事
業
の
円
滑
運
営
に

地
域
班
の
活
動

親
睦
会
の
活
性
化

積
極
的
に
参
加
を


